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形而上詩誕生の背景

世紀末調刺文学および恋愛詩課

を資料とする試み

河村錠一郎

1

　人間の歴史には時聞の鋭角を一際鮮烈にみせる時代の接点がいくつかある。16世

紀末から17世紀初葉の，西欧における世紀の回転期がその一例であろう。神を真と

して現実存在を仮像とするか，それとも神を仮像とするか。この間題は別に16－17

世紀だけに固有なわけではないが，両極の落差がはじめて深刻な露呈をみせたのがこ

の時期であるといえよう。こういう状況で詩に期待できることは何か。課刺詩でもな

い，寓意詩でもない。時の動きに背を向けた柔弱な恋愛詩（言草）でも，宗教詩のミス

ティシズムでもない。それは，人間存在の認識を美しく強靱なフォルムに定着するこ

と以外にはない。所謂「17世紀形而上詩人」の特質といえば，彼らが初めてこ．のこ

とを成したということをおいてほかにないのである。

　といって，この派の代表であるJohn　Domeがはじめからしまいまで認識論的な

形而上のレヴェルにあるわけではない。むしろ彼の詩は，もともときわめて形而下的

であり私的なもので，われわれはまずこのことを次にみていかなければならない。先

回りしていえば，卑近な現実生活への密着の中から，不変ないしは普遍なものに対置

された人間存在の認識が出てくるプ・セス，しかも，それが上昇の一方通行でなく，

上下往復運動であることに，形而上詩入によって生まれた最良の詩の特質がある，と

いうべきなのである。

今や何一つ残されてはいない。

あるは，忌わしき汚れの屍のみ。
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“Jacobeanの劇作家か，あるいはDonneか，と思わせるこの二行は，Marston：Tんθ

　　　　　　　　　　　　　ホSoo％7gθ夢7昭飢勿（1599年）中の調刺詩第八篇からの引用である。この二行に先

立つ詩句は次の通りである

兀Vhat　should　I　say？　Lust　llat五confoun（1ed　a11，

The　brigt　glosse　of　our　intellectuall

Isf・ulys・yrd，Thewant・nwa11・wing

Inf・nddelig弄ts・andam・r・usdallying，

Hath　dusk’d　t五e　fairest　splen（10ur　of　our　soule：

Notlling　now　left，but　carkas，10tllsome，foule． （11。165－70）

そして，

　Our　a（iuerse　body，beeing　earthly，co1（i，

Heauie，du11，morta11，would　not　long　infold

A　stranger　inmate，that　was　backward　still

To　a1111is　dungie，brutish，sensuall　wi11：…… （11．185－8）

へくると，これはもうDonneの2つの肋勉η8γ3α7¢θ（p励，伽1611＆72）と同じだ
　　　ホホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　た　ま
といえる。r今や官能・情欲・色欲が理智の優位性を押えてしまった」　（Marston11，

177－8）が，「これこそ今の世のありさま」（Donne’：丁肋F¢γsむ丑π％，，1．219）なの

である。今こそ‘our　Intellectua11’sou1は，汚濁の世との縁をたち，‘smoakie

houseof　mortall　clay’（Marston1。164）なる肉体‘缶st　builtCels2（Donne：丁舵

S800ηdオππ、1．171）を去り，天へ飛翔しなければならない。

And　thinke　this　slow－pac，d　soule．…

Dispatches　in　a　minute　all　the　way，…

At　once　is　at，aロd　throug五the　Firmament・（Tゐ8Sθoo嘱五ππ．，11，185鉦．）

　Marstonを引き合いに出したのは，当時の詩人たちの現実（外界）へのかかわり

あいを見るためであった。今少し，かのサティリストを援用しよう。調刺詩第八篇の

Praemiumはこうはじまる

　In　serious　iest，and　iesting　seriousnes

　I　striue　to　scourge　poluting　beastlines，

＊　TんθPo8鵬30∫Joんπ瓢αγs‘oηed，A。Davenport版に拠った。

＊＊ 引用文中のintellectua1はsoul　of　sense，soul　of　growthとならぶ，いわゆるinte11㏄tual　sou1

の二と。
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I　invocate　noヱ）θ麗隅Deitie
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

Nor　sacred　of－spring　of　Mπθ鵬os！1πθ：

IprayinaydeofnoOα伽己乞餓Muse，

No　Nimph，no　femall　Angell　to　infuse

A　sprightly　wit　to　raise　my　flagging　wings，

An（i　teach　me　tune　tllese　harsh　discor（1ant　strings

I　craue　no　Syrens　of　our　Halcion　times，

To　grace　the　accents　of且ly　rough－hew2d　rimes　l

（11．1－10）

これが，16世紀のソネットや挽roあ加αη4θγとy8賜3幽五40廟を頂点とする

amorousな恋愛詩言輩の弄する常套手段への言及であることは間違いない。‘Delian

Deitie’はApolloのことで，‘Mnemosyne，はMusesであるが，陀π％3あ且♂o勉s

のtitle－pageに引かれたOvidiusの詩句

‘Vilia　miretur　vulgus　l　mihi　flavus　Apollo

Pocula　Castalia　plena　ministret　aqua。，

と次の二つの批評（初めがJonsonの，0乞300”顔8s，次がDonneのTo　Oo％π傭sげ

丑観む伽g面π）を並ぺてみれば，16世紀末の詩壇の状況が浮彫りにされよう。

　There　be　some　that　are　forward，and　bold；……they　will　utter，unre－

tarded，without　any　shamefastnesse……They　are，what　they　are　on　the　sud－

den……t五ey　shew　presentlyン1ike（ヌγα乞γしθ，th＆t，scatter，（i　on　the　top　of　t五e

groun（1s五〇〇ts　up，but　takes且o　root……Otllers　t五ere　are，t五at五ave　no　co皿一

positio且at　all　l　but　a　kipd　of　tuneing，and　riming　fall　in　what　they

write．It　runs　and　slides，and　onely　makes　a　sound，四〇mθπ3－Poθ6s　they　are
　　　　　ホ
calr（1．・一

　・neither　will　I　vex　your　eyes　tQ　see

A　signing　ode，nor　cross－armed　elegy　l

I　come　not　to　call　pity　from　your　heart

Like　some　wllite－1ivere（i　dotard…

　Oxfordを卒えたMarstonは1592年，20歳でMiddleTempleの法学生となる。

20歳のDonneはCambridgeを出てLinco1ゴslnnに入った。1586／7年である。

　　＊Rerford＆Simpson版全集第8巻PP・584－5。
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当時の詩文学の情勢を示すのに，さらに若干の資料をあげると一

But　why　alas　should　I　that　Marble五i（ie

That（10th　adorne　the　one　and　other　flanke
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
From　whence　a　momt　of　quickned　snow（ioth　glide；

Or　els　the　vale　that　bounds　tllis　milkwhite　banke，

　Where　Venus　and五er　sisters　hide　the　fount，

Whose　IQvely　Nectar　dooth　all　sweetes　surmount．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホこれは・T・LodgeのS観♂αθ3漉6㈱oγp加sお第53スタンザからの引用である。

1589年のこのLodgeの詩諏を出発として，エ・スを題材とする物語詩（ほとんど

古典神話に筋や人物を借りている）の流行が，その後BeaumontのSα伽αo¢3απ♂

盈7m卿伽04乞6％s（1602pub。）まで続き，その余勢はなおJ．ShirleyのNarcissus

とEchoの物語である翫γ傭3％s　oγ‘舵S6びLo写θ7（1646）を生む。

　1953年にMarloweは丑泌五を未完のまま摺筆した。1590年代，この∬髭L

に対する言及は，この種の官能的な恋愛詩調に対する調刺の資料としてかなり多くみ

うけられる。1598年と少し遅くなるが（もっともChapmanがMarloweの後をう

けて補筆完成したのが’98年である）Marstonの前記S，7にかなり散見されるし，

Nasheの遺作五8吻πSむ噛（writ．フ97，reg，798／9）の中核部は，∬過ゐのパロ

ディとして最も長くまた最も手のこんだものである。1590年代のこの種の作品のう

ちめぼしいものを拾ってみる一〇解哲1脇by　R．Bam盒eld（registered　in1595），

σθpんαZα％s肌♂P700γ乞s＆餓γo富3％3by　T，Edwards，reg．’93，pub．ン95ンEπ臨m客oπ

α嘱Pんoθ乙θby　Drayton，reg！95，0η鶴sゐ肌卿θ6ガ5θπoθby　Chapm＆n，pub．795，

これにy伽％3あ且40πゼ3の票IJ窃といわれたT・H：eywoodの0θηo昭απ4P砺s，pub．

’94をもつけ加えるべきであろう。かくて，Marstonが

　一Alas　poore　idle　sound，

Since　I　fiτst　Pんoθδ聡knew，I　neuer　found

T血yinterestinsacred：Poesie，

Thou　to　Invention　addンst　but　surquedry，

Agaudieomature，butllastnopart，

In　t五＆t　soule－pleasing　high　infused　art． （S，玖，Satyre　V，11．27－32）

＊　E5～2α西8‘肱π胚伽oγE餌63ed，E，S，Domo版に拠る。
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と批判することになる。

　Donneは，S吻γ811で愛の愁訴を歌うソネッティァーを笑い（1L16－7），量産さ

れるソネットや物語詩がどれも似たり寄ったりである，その剰窃趣味を責める（1L25一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ8）。さてDomeは，その都会の諸悪を描写するが，MarstonやNasheなどのよう

に，むきになって真向から‘RaZOfを振うのでなく，S・1では巷へと誘う尻軽な友

人，詩人の抵抗と説諭，抗しきれずに友人と連れだつ詩人，その二人，とくに友人を

待ち受けたもの，という設定によって，CambridgeからLondonへ出，法学院中心

に生活を送る彼の新鮮な何物も見落すまいとする目に，都会の汚濁が映る，そして嘔

吐をおぽえている，そういった著者の心象を織り出している。Domeの詩の特徴で

あるドラマ性が，謁刺詩においても，一人の人間の心象風景を浮彫りするのに，多少

とも資していることは注目してよい。

　これよりさき，約20年前，丁舵S6観θZαsで，GeorgeGascoigneが同じような

課刺をしている。彼GascoigneもCamb，出で，1555年にGray’slmに入った。

法律には身が入らず，浮名を流したり宮廷に出入りして派手な生活をしたり（この頃

書いたと思われるペトラルカ風のソネットやソング，またイタリアン・ノヴェラまが

いの物語は1575年になって出版された。イギリスにおける都会小説の祖ともいわれ

るが，それを可能にした社会状況の新しい展開と個人の才能の出会いという意味から

注目しておくべきことであろう），あげくは勘当され，借金のがれに大陸へ逃げ出し

た。丁舵S吻Z　OZαs（1575年起筆）の‘The　Epistle　Dedicatorie’で，彼はそれを若

　　　　　　　　　　　　ホホ気のあやまちとして悔いている。

H

　実存主義者のクラブがグレコの酒場であるように，ある時代の流行を造った一団の

思想家や文学集団には，何らかのクラブがあるようだ。宮廷を中心とする女性的な詩

文学と相対立する‘strong　lineンの流行を生んだクラブは他ならぬInns　of　Court

であったといえる。Ellrodtは，Lθ3Pδ伽s跡66仰勿3乞g％θs且πg鰯3の第皿巻で，1589／

90年を境にして，Innsof　Courtの住人の関心が，活動的面から内面的なものに向

かっていることを指摘しているが16世紀末の若い文人の動向をざっと表にしてみる

と以下のようになる。

　＊　16－7世紀の社会状況を論ずるにあたってNasheが豊富な資料となることについてはP僻5醸5の

　拙稿rナッシュの場合』参照。
　＊＊　Eπg己乞sんR8pη窺5ed．E，Arber，voL5，p，42．
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1586年

1586／7

1587

1591

1592

1595

1597

1598

T・Campion

J．DOnne

Sir　J．Davies

E．Guilpin

J。Hoskyns

J．Marston

Sir　H．Wotton

admitled　to

　〃
〃

〃

〃

〃

〃

Sir　Thomas　Overbury”

W．Herbert　　　　〃

Gray’slnn

Linolnンs　Inn

MiddleTemple

Gray7sInn

M：id（11e　Temple

　　〃

〃

〃

Lincolnンs　Inn

W五ite　Ha11への最短距離であり，宮廷へ出入する者のいちばん豊富なInnsofCourt

には，有能な青年や貴族の子弟が集まった。Londonにおける，そういうIms　of

Courtの役割（そこへ来る者はかならずしも法律を専攻する目的を持っていなかっ

た）は，あらためて指摘するまでもないが，Nas蛇の「英国は人の才能に応じて酬

いがあり，生まれ卑しき者にも出世の道があるが，諸外国ではそうなっていない」と

いった文章などにも当時のLondonの時代色が見られぎ。なかでも‘TheImS。f

Court’は，16世紀末，一旗あげんと寄り集まる若いインテリのクラブだったので

ある。

　Na曲eなどのようにかならずしもIms　of　Courtに縁を持たないものもあるが，

いずれにせよ，青雲の志を抱いたuniversity　witsが，依然として世に出ぬまま，裸

の生身の人間が鍋を削り，あるいは本能を剥き出しにしている都会の裏と表に通じて

いくうちに，自分一身の救いを考えざるをえなくなる。形而上も形而下も含めて，種

種の面において理想あるいは観念と現実の落差からくる空虚感，焦躁ないし敗北感が，

彼らをおそったのである。

甲甲 hey　who　write　to　Lords，rewar（is　to　getン

Aτetheyn・tlikesingersatd・・resf・rmeatP（D・nne：S吻7θμ11．21－2）

などといっても，激動する世の中に生き残っていくためには，貴人とも高官とも通じ

なければならない。かかる詩（人）の状況を端的に示すものが，ほかならぬ，Dome

の二つのオπ勉肥器伽宛であろう。というのは次の三点からである。第（1）に，テー

マが，会ったこともない少女の死を悼みその徳性を讃えることである。父のDrury

＊全集版第1巻P・178．
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卿のpatronageを確保するためのもので，当時として異常なことではない。第（2）

に，表面の構築や詩作の動機はどうあれ，詩本来のテーマは，己れの，ひいては人間

存在の形而上的な冥想であり，第（3）に，しかもその己れが，上述したような状況

の中で，よりどころとなる重力を失って真空状態に放置された物体のように，不安定

に揺れている，ということである。

　詩人が讃えているのはElizabet五Druryであり，彼女に従えと呼びかけ警世の鐘

を鳴らすのは世人に対してであるが，詩人の憎が熱を帯びるにつれて，癖のように，

‘my　sou1’と，自らへの呼ぴかけが何度もとび出す。‘Thinke，then，my　soule，

t五atdeathisbutagroonle，……2（TんθSθooπ♂五ππ．11．85－8，cf．93－101）。Sou1と

Flesh，天上と地上にまつわる論証的な行が続く，そのあいまあいまに，‘Thinke…

　・！’が度々顔を出す。これは，パト・ンの娘の徳性を高めその死後の至福を歌うた

めの自己卑下だけとはいいきれないことは，献呈詩としてかなり紋切型の丁舵瓦螂

温ππ．とくらべればはっきりする。

　詩人が，‘S短e，in　wllose　body……，Shee，wllom一一，Shee　wllose　rich　beauty

　…，と3舵を真向から讃える時，彼は‘we’においてこれを行なう一

S五ee，of　whose　soule，ifω8may　say，t’was　Gold，

　　　　　　　　　　　　　　　卿θvnderstood

Her　by　her　sight，……

That　oπθmight　almost　sayンher　bodie　thoughtン

Shee……chides”3slow－pacンd　snailes，一・

Longer，then　w五i1ンstω8beare　o％γbrittle　she1L

If，asω8were　in　this　o％γ1iuing　Tombe

Oppress，d　with　ignorance，ωθstill　were　so． （11．241－53）

（イタリックは筆者）

だが，すぐと例の癖が始まる一

Poore　soule　in　tllis　thy　fles五what　do7st　thou　know． （1．254）

もう一々‘my’を冠せない。いきなり‘t五y且esh’という呼ぴ掛け。Domeの心像

は透けている。‘sou1’云々，すでにそれだけでDonneにとっては，‘My　sou1’な

のである。‘皿y　drowsie　soule’（1．339）への説諭が懸命に続き（But　pause，My
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soule，an（1studyeretlloufa11／0naccidentalioyes，th’essentia11），400－412行あ

たりへ来ると，Godとの対比で‘men’が使われ，ここからDonneは，‘we’によ

って歌い続け，一挙に詩は結ばれる・詩の性質（献上詩ということ）から，そのr懸

命さ」や「不安」やあるいは己れへの説諭は，形式を繕う冷やかさのためにその厳し

い角を矯めてしまってはいても，たとえば，

　　一〇nely　who　haue　enioyd

The　sight　of　God，in　fulnesse，can　t五inke　it；

For　it　is　both　the　obiect，and　the　wit．

丁五is　is　essentiall　ioye，where　neither　hee

C＆n　suffer　Diminution，nor　wee　l

Tis　suc五a　fu11，and　such　a　filling　good　l （11．440－5）

という，平穏な安堵で発せられたa伍mationの中にも，‘Diminution’の一語が，

われわれを落着：かなくさせる。Itrat－Husain氏が，

To　Donne“五eaven　and　salvation　is　not　a　creation，but　a　multiplication　l

it　begins　not　when　wee（lye，but　it　increases　and　dilates　itself　in行nitely

tllen”，1）……Dome’s　im乱gination　is　ever　kindle（i　by　the　firm　belief　that

he　shall　see　Ged，it　is　a　fact　wllich　he　never　doubted，an（1then　his　possession

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホof　God　shall　be　timeless　and　so　etem＆1。……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1），LSθγm・πs，no。26）

といっているが，‘a　factwhichhenever　doubted’とはいいきれないのだ。G．Her－

bertの‘Othatloncepastchangingwere，／FastinthePara（1ise，whereno

Hower　can　wit五er！‘という願いは祈りであると同時に告白であるが，Donneにお

いても終生あったと，むしろ言うべきセはないか。

　Ims　of　Courtに生活を置く者からは，たとえば，金儲けのために法律を学ぶ者へ

の軽蔑・調刺が，体験というか見聞者の言葉として身近かに聞こえてくる（cf，Donne：

S吻7θ1162－76）。都会の汚濁は欲深の法律屋ばかりではない。聖職者にしても

同じである。『メランコリーの分析』で，Burtonが，国教会の腐敗を解剖し，聖職

者の人事が政治的な駈引きやfavouritismで行なわれていることを指摘しているが，

英国々教会に身を寄せても，国教会でなければならないという宗教上の信念が確固た

るものであったわけではない（cf，EZ師d8）。DOmeの揚合も，その彼の一枚の履

　＊吻s‘～oαZ規8惚窺3θεo，P，112．
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歴を，Burtonの指摘したような状況を背中に貼り合わせて透かし読みしなければな

るまい。

　が，ともかく，身近かな人間社会の混迷，無秩序に対する批判が，卑近な小世界か

ら対象をもっと広く，あるいは根源的に，存在論的にとっていき，人間存在そのもの

への嫌悪さえ招き入れるとき，そのプ・セスの仲立ちとして，「女」が登揚する。世

紀の回転に際立つ特徴の一つが，女性への不信と憎悪であることは，そのr女」が，

「性」あるいは「人間」へと置きかえられ移行する限りにおいて，注目すべきことで

ある。

盈γo．Fie　on　this　satiety！一‘tis　a（1u11，blunt，weary，and　drowsy　passion．

Who　wou1（1be＆proper　fellow　to　be　tllus　greedily　devoured　and　swallowed

among　ladies　P　Faith，‘tis　my　torment－my　very　rack！……would　I

enuc11ンd　rat五er　th＆n　thus　suck7d　away……

玩70，……Why，all　know　they　are　moτe　full　of　strong　desires……they五ave

more　unruly　passions　t五an　men，and　we＆ker　reason　to　temper　those　passions

than　men．

これはMarstonの喜劇丁加Fαωπの第四幕第一揚の会話である。このHerodが，

じつは自分の方でしつこく女を追い回していることが，後で露見し，観客の咲笑が期

待されるのだが，不実なるもの「女」を笑い，その女を追いかける男を笑うこ．とには，

ただコメディとして片づけられないものが，たえず背後につきまとっている。r流星

など拾えるものか……貞淑な女などに出会えるものか……隣にそういう女がいたとし

ても知らせてくれるな，俺が着くまでには何人もの男に次々心を変えていよう，いや

その知らせの手紙を書く間にも。」若者の皮肉なwitに，その仲間は手を叩いて喜

んだであろう。しかし，これはただのwitのすさびだろうか。

　調刺詩人Marstonの出発は，彼自身が後に否定し糾弾した，恋愛詩言輩の亜流，

Eg肌α伽πである。仲間うちで回覧したその処女作を出版する時，彼はTん8Soo”γg8

φ7脇απ乞8風の誠刺詩を5篇つけた。そのプ・・一グで，前作のP勾瓢伽πの弁明

をし，かく自らの作品に鞭打ったからは，次に堂々と他人の虚飾を暴露し，欝’りする

のだ，といきまいている。この180度の転回ぶりをAxelradは，20歳の若者が彼

をとりまくあるいは彼の出入する社会の現実に触れ，それに染まりつつ，いわば嘔吐

を覚えるに至ったのだと，解釈している一

・・ gm臨oπnンest　pas　une　parodie．Nous　pensons　que　Marston1，6crivit
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sans　arriさre－pens6e　satirique．Mais　il　faut　expli（luer　le　changement　d，atti－

tude　presque　imm6（1iat，et1，id6e　qui　vientム1ンespritンc7est　qu7un　garCon

d，une　vingtaine　d，ann6es，（1ans　certai且es　con（1itionsンac（1uiert　une　connaissance

certes　discutable，au　point　de　vue　mora1，des　r6alit6s（1e　la　vie　en　soci6t6，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホde　nature　a　lui　enlever（玉e　nobles　et　g6n6reuses　illusions，一…・

Inns　of　Courtを中心にLondonに群る有能な若者達の関心が，どのようにして内

面的な，なかでもJacobean　Dramaとか，Strong　Lineといった傾向の文学に，ぐい

ぐいと傾斜していったかを，外的evidenceで把握することは困難である。Axelrad

は跡励o廟鉱その他の戯曲作品を援用してこれを果たそうとしている。筆者はもう

一度丁舵F㈱πから次のpassageを引こう

　一〇Heaven！that　God　made　for　a　man　no　oher　means　of　procreation

and　maintaining　t五e　world　peopled　but　by　women！O！tllat　we　could　in－

crease　like　roses，by　being　slipP’（i　one　fronl　a，notherr　or　like　llies，　pro－

create　with　blowing，or　any　other　way　than　by　a　woman，……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Act　IV．Scene　I，IL401－6）

この女性恐怖症めいた文句は，じつは，自分の過度の嫉妬のため，貞淑な若い妻一

夫の嫉妬をいいことにわざと疑われ，離縁されて他の男に走るのであるから，やはり，

‘so　feeble　and　imperfect，inconstant，i（11e，vainンhollow　bubble，（1δ掘．，1．421Hl．）

なのであるが　　に逃げられた老人が，おろおろして嘆く言葉である。この滑稽さは

深刻な笑いであり，この中には16－7世紀のもっていた一つのテーマが潜んでいる。

皿

　‘H：ermaphroditピ　　これがその潜在テーマである。‘H．’と一口に言っても，そ

れが同時代の個々の詩人に対してもつ象徴的意義は，それぞれ，大きくあるいは微妙

に，異なっている。ここで16－17世紀における‘H．’のコンヴェンションを辿りそ

れを抽出しようとしているわけではない。言葉は何でもよいのである。‘Elizabeth－

Drury－convention’といってもよいのだ。ただ，それでは時代の概括をするのに，個

人的なものに縛られすぎるので，もう少し融通のきく手がかりを使うにすぎない。

＊　A，」，Axelrad：Uπ瓢α‘oo撹8窺E伽αゐ窃んα脇’Jo勧瓢αγ3‘oπ、1955，Pans　p．32．
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　Those　armsンsuch　arms！wllich　me　embraced，

Me，with　immortal　cincture　girding　roun（i

　Of　everlasting　bliss！then　bound

With　her　enfolded　tllighs　in　mine　entangled　l

　And　both　in　one　self－soul　place（1ン

Made　aんθγ規叩んアo薩ε，witll　pleasures　ravished！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ
　　　　　（Barnes：Mla（1riga113ンin　his　Pωγむんθπopん¢Z8オo．，registered　in1593）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イタリックは筆者）

‘H．7といえば，このようなeroticな愛の至福の表象か，あるいはN2曲eが

　Ouid　……　picturde　inamaratos　vnderハ石αγoゼ33％3；and　shrouded　a　picked

effeminate　Carpet　Klnight　vnder　the　fictionate　person　of五187隅oPんγo（∫髭％s……

（NashelF・りγθ鱗θγ3・σ・ZZθ・むθ♂昭傭ed・Mackerr・w，v・1・i，P286711・20－

3）

と蔑む，「女々しきもの」「でれでれしたもの」の代名詞であるのが，ごく普通の使わ

れ方であるが，たとえばEdmund　Spenserの場合，

At　last　she（ie．Amoret）came　vnto　tlle　place，where　lateン

　She　left　Sir　Scudamour　in　great　distresse，

Lightly　lle　clipt　her　twixt　his　armes　twaine，

　And　streightly　did　embrace　her　body　bright，

Had　ye　them　seene，ye　wou1（i　haue　surely　thought，

　That　they　had　beene　that　faire地γmαpんγo醐むθ，

　Whic五that　rich　Rommane　of　w五ite　lnarble　wfoug五t，

　And　in　his　costly　Bath　causd　to　bee　site＝

（元来『神仙女王』（1590年版）第三巻の最後を飾るスタンザで，のち，削除

されたもの。）

それは単に神話のひきうつしや，単なる官能美のためのものでなく，Spenser独自の

愛の世界の瞬間的顕現になっているのである。

　エ・スは二種類ある，ヴィナスは二人いる，というのがプラトニック・ラヴの根本

　＊　■πEπg傭泥σ僻瑚γed，by，E，Arber，（1909），voL8に収められた版より。同書P・206。
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概念といえよう。Ficinoの言葉によれば一

　’愚Venus　prima，que　in　mente　est，celo　llata　sine　matre　dicitur，quoniam

mater　apud　Pllysicos　materia　est，Mens　autem　illa　a　materie　corporalis

consortio　est　aliena・Secunda　Venus，que　in　mundi　anima　ponitur，ex　Iove

est　et　Dione　genita・……Ea　siquidem　istam　creavit　potentiam　que　inferiora

　　　　　ホhec　generat．

第一のヴィナスは‘amore　ingenito’によって神の美を‘intelleg62するものであり，

第二のヴィナスは‘amore　suo’によって同じ神の美を肉体において生み出すもので

ある。この二人のヴィナスに，キリスト教の魂の喜ぴのための肉の犠牲が合流する。

Sou1－Flesh，Heaven－Earthの対立概念は，二人のVenusの対立概念と混入し，

純粋統一への希求は，翫γ鵬．と化すことへの希求にその表象をみる。

Let　us　roll　all　our　Strength，and　a11

0ur　sweetness，up　into　one　Ba11 （Marve11：T・肋0・写瓶sむγ633）

　この‘Ba11’が何であるかはもういうまでもない。宮能美の極致に達せられる弛職．

は，逆説的に，non－sexの世界となる。

Such　was　that　llappy　Garden－st乱teン

W血ile　Man　there　walkンd乞σ痂o鵠α漁68：

After　a　Place　so　pure，and　sweet，

What　other　Help　could　yet　be　meet　l （Marve11：銑8σαγ4θπ）

17世紀に入って40年を経た時点で，Marve11はあきらめ（あるいは理性の悟り）

よく

　But7twas　beyon（1a　Mortars　share

　To　wan（1er　solitaly　there：

　Two　Para（iises，twere　in　one

　To　live　in　Paradise　alone．

というだけである。最後の2行，そして最終スタンザー何と去勢されたWitでは

なかろうか。逆にいえば，明晰な現実容認であある。『庭園』の第7スタンザまでの

＊　　σo皿η昭η‘α7乞駕皿2晦γ3麗乞乞F乞o‘π乞F‘oγ8π‘‘π乞ed，R．Marce1，Belles　Lettres，p，154，
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高揚と，そこからの一息での下降は，17世紀の，詩といわず，時代の宿命を思わせる。

　Donneの揚合はそうはいかなかった。：Platon－Ficinoと受けつがれ，キリスト教

の肉の殉死思想を吸収した，己れの半分を求めて遍歴する愛の哲学は，かの詩人にお．

いても，たとえばその五¢γαπ4君πgθ西3などに窺える（cf．11．1－14）。さらにFicino

の上記引用箇所の続きと丁舵E説αsゼθとを比較してみるがよい。per　oculos，gener6，

imゑg6，pulchritudoといった用語がFicinoに頻出し，DonneのOur　eye－beames，

propagation，pictureなどと比較対照される。一見FicinoとDomeとで愛の理念

が似ているかに思われる。Ficinoは二種類の愛を共によしとしている（Amor　uter－

que　honestus　atque　probandus）。なぜならぱ，共に神のimageから生まれるので

あるから（Uterque　enim　divinem　imaginem　sequitur）。だが，Domeなどの形而

上詩人にとっては，そのような観念的処理におさまっていられなかった。第一，彼ら

にとって地上のヴィナスは，もっと人間臭い生なものだ。丁舵E¢sむαs¢θをDome

の詩としているのは，やはり‘O　alas’以下であろう（cf．11．49－76）。コーダにお

ける論理にならない論理が，ルネサンス末流のr脆い結び目」たる人間の論理なので

ある。

IV

　DQmeの丁加Soπg3απ4Soπ冗θ‘sには遊興を共にする若者達が戯れに作り合った

という趣きのものが多い。たしかに『流星を拾いにいきな』の唄などはふざけた詩と

いえる面が顕著だし，『ベッドヘおもむく女へ』などは一見ウィッティな艶歌のよう

である。次は『ベッドヘ…』の一部である一

Off　with　that　gゼ冠Z8ン1ike　heavens　Zone　glistering，

But　a　far　fairer　wor1（1incompassing。

Unpin　that　spangled　breastplate　which　you　wear

That　th，eyes　of　busie　fooles　may　be　stopt　there。

Unlace　your　self，for　that　harmonious　chyme，

Tells　me　from　you，that　now，tis　your　bed　tilne。

Ofモwith　tllat　happy勧誘，ωんo肌1θπ吻ン

That　still　can　be，and　still　can　stand　so　nigh， 　　　　（11．5－12）

（イタリックは筆者）

これに続いて，次の詩句を読み，そのフェティシズムにおける類似性を注目したい
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Would　I　were　changed　but　to　my　Mistress’gloves，

　That　those　white　lovely　fingers　I　might　hi（ie！

　丁五at　I　might　kiss　those　hands，which　mine　lleart　loves！

　Or　lese　t五at　chain　of　pear1（her　pekc，s　vain　pri（1e）

Made　proud　with五er　lleckンs　veins，that　I　might　fold

　About　that　lovely　neck，and　her　paps　tickle！

　Or　her　to　compass，1ike　a　belt　of　gold！

これは前出のBames：Pα励θπop観63番目のソネットである。Barnesのこういう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホところをMarstoロは＆凱Satyre　VIIIで非難しているし，Bamesのこの詩につ

いてはNasheも言及して，とくに上記に続くソネットの終結部のポノグラフィック

な大胆さを皮肉っている（cf・全集・voL3，p・103，11．21－35）。Marstonの上述の

箇所には，T・Lodgeのソネットヘの言及その他，類似の誠刺があり，また

Here7s　one　would　be　a　Hea，（iest　comica11）

，Another　his　sweet　La（iies　verdingall

To　clip　her　tender　breech；…… （11．130－2）

とあるが，この頃ea’はDomeの丁舵FZθωが作られた背景を窺わせるものでは

なかろうか。

　Donneのウィッティシズムにしても，医学や天文学の用語にしても，逆説の愛好

にしても，ただそれだけのことなら，所謂『17世紀形而上詩人』といわれる人達以

外のところに，いわぱ彼らの詩の生まれる母胎として存在していた。Bamesが出た

ついでに，彼に例をとれば，‘I　bum，yet　am　I　cold！I　am　cold　yet　bumPで

はじまり，14行の一行一行がすべてこのような逆説で埋めつくされたソネット21と

か，女の顔を‘わがカレンダーフに讐え，わがSundaysンはあなたの‘smiles，’わが

‘Working　Days’はあなたの素気なさ，しかめつら，云々のソネット84とか，‘co－

10n’ごとに私の心はあなたの目からくり出される矢で二つに裂け‘commパごとに

私は息もたえだえ深い嘆息，そうして‘period’へと急ぐのだが，‘interogations’に

っまずいてばかり，とソネット書きのpunctuationを比喩として全篇に用いたエレ

＊　1L126－7・またL134（Here7s　one　would　be　hls　Mistress　neck－1ace　fame，もBamesへの言及で

あろうが，他の類似の詩人でも同じこと。）
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ジー11など。

　われわれはここでふたたぴ形而上詩人の代表であるDonneのDonneたることへ

の考察に立ち戻ろう。これをみるには，彼の「愛」の観念，あるいは彼におけるH砕

肌α鉾γod惚の変容をみるしかない，といってよかろう。。4密απ4，4πg8Zsでいえば，

詩人にとって，愛は，霊的存在のままに神の栄光に包まれて輝く美しきものとはいえ，

空の存在である，というのでは困るのである（cf，some　lovely　glorious　nothing）。

かといって肉感的充足そのものでもない（cf，Every　thy　hair　for　love　to　work

u脚n11smucht・・muc五，s・me丘ttermustbes・ught……）・

　先に二人のVenusを云々した。それは時間内の世界と無時間あるいは超時間の世

界との対置へとすぐに移行する。・マン派のKeatsは人間の官能を，官能であるこ

とを失わずに永遠の生命をもつように，いわば冷凍にしようとする。冷凍ではあるが，

しかしそれは生々しく，暖かく，切れば血の吹き出るものでなければならない。『ギ

リシャの瓶によす』がその典型として示す，・マン派特有の子供っぽい，逆にいえば

際立って純粋な欲である。いわば二つのVenusの合一を，彼は芸術作品の永遠性と

表象性に求めようとした。あるいは，鳥の声に，あるいは詩人の思惟によって変容し

た大自然の畏怖すぺき力と愛情とに。人間の手になる彼ら自身の神話の中に。

　17世紀の詩人にはそれができなかった。人間は神ではない。神にはなれず，しか

も動物ではないという，宙ぶらりんの状態一「存在の偉大なる鎖」にあって，上と

下の両方の重力にひっぱられてちぎれそうになっている（「上への重力」とは17世紀

的表現だが，さらにいえぱ，両方からの重力ということは無重力状態と同じである）。

アィデンティフィケーション喪失の不安感。恋を唄うrソネット」という伝統形式の

枠の中ではあるが，Donneが恋人を通して自分と他の人間との連帯を執拗に求めてい

ることに注目すぺきだ。Ellrodtのイギリス形而上詩人における‘Conscience－de－sor

の研究は，これに対する鋭敏な反応から始まっている。連帯を，合一を，同化を求め

る対象は，じつは神であったことを，Domeの晩年は告白してしまう。（Herbertに

あってはいうまでもない）。だからこそ17世紀の人間には，天上と地上との距離感が

痛々しいほど激しくなり，

　Philosophers　have　measufd　mountains，

Fathom，d　the　dept五s　of　seas，of　states，and　kings，

訊7alkンd　with　a　sta貸e　toぬeav7n，an（1trace（1fountains：

　But　tllere　are　two　vast，spacious　things，

丁五e　which　to　lneasure　it　doth皿ore　behove：
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホYet　few　there　are　that　sound　them3Sinne　an（1Love．

Lord，……

　01et　me　rise

　As　larks，五armoniously，

　And　sing　this　day　thy　victories：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホホThen　shall　the　fall　further　the　flight　in　me．

はるかなるものと卑近なもの，人間的なものが，witの巧みによって強引にしかもみ

ごとに結ばれ’・論理ならぬ論理をもち，形而上的なimageの氾濫する詩が生まれる。

それは，あたかも神と動物というとてつもない落差によって生じるエネルギーをもっ

て，一瞬の閃光と電撃のうちに・全く性質の異なる二種の金属板を，化学反応的に接

着する近代工学の成果をみるようなものだ。その離れ業が，戯文の形式の中において

なされるからこそ，遊郭における手すさびの歌のような趣きでなされるからこそ，か

えって，存在の深淵に自らの身をもって橋をかけようとする者の，心理的な諸々のゼ

スチュア，拗ねたり皮肉ったり居直ったり，おどけて見せたり笑いとばして見せたり，

あるいは，ふと真顔に人の愛情を恋うたり確かめたりする，諸々の心の動き，精神の

嚢が，言語を媒介に輪郭の強い映像を結び，今日なお，読者に真摯な受容を迫るので

ある。

＊　　G，Herbert＝7『ん8！1goπε8．

＊＊　同じくEα謡θγ一ω乞π93．


